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目的

本報告書は、富山市のまちづく り のノ ウハウを 介し て将来への展望を 提供するも のである。本報告書の目的は、

富山市の状況を深く 掘り 下げ、人口が5 0 万人未満の中規模の地方都市が、人口減少と 高齢化と いう 将来の世界

的な課題の初期的な兆候をどのよう に認識し 行動し たかを明ら かにすること にある。こ の事例は、富山市と 同規模

の都市の、特に、今後数十年で劇的な人口動態の変化が起こると 予想さ れる都市の「 プラ ク ティ ショ ナー（ 実践

者）」に具体的な知識を提供すること を目的とし ている。

現在、歴史上のどの時点より も 多く の人々が都市部で暮らし ており 、こ の傾向は農村部と 都市部の人口の不均衡

を増大さ せている。2 0 3 0 年までに、世界の人口の約6 0 ％が都市部に住むよう になる。都市部への移住の傾向

は当面続く と 予想さ れる一方で、近年、一部の都市では人口減少が始まっている。

2 0 0 0 年から 2 0 1 8 年にかけて、人口が5 0 万人未満の1 ,1 4 6 の都市のう ち、5 2 都市で2 0 0 0 年以降人口が減

少し ている。
1
こ の人口動態の変化の一部は自然災害が引き 金と なったも のであるが、人口減少は主に出生率の

低下の結果とし て起きている。

さらに、世界の人口は急速に高齢化し ている。歴史上初めて、世界では6 5 歳以上の高齢者数が5 歳未満の子ども

の数を上回った。今世紀半ばまでには、高齢者の数は子ども の数の2 倍以上になる。

特に、都市部においては、こ の変化は長寿命化と 出生率の低下により も たらさ れたも のである。富山市の場合、高

等教育機関や雇用機会の不足が大都市への人口流出につながっており 、日本の多く の地方都市が同じ 状況に直

面し ている。国連のワールド・シティ・レポート によると 、同様の傾向は、東ヨ ーロッ パと 中央ヨ ーロッ パ、東アジアの

国々や地域、および東南アジアと ラテンアメリカ 諸国の一部でも 起こるだろう と 予想し ている。
2

それでは、より 暮らし やすく 、どの年代にも 応じ た、そし て一層魅力的なまちであるためには、どのよう に都市をデ

ザインするべき なのだろう か。解決策は財政的動機付けを変えること にあるのだろう か。もしく は、都市における

サービスや住宅の提供方法を再検討すること にあるのだろう か。

答えはすぐには見つから ないが、富山市のケースを見てみると 、まちづく りに対する新し いアプローチが必要であ

ること が明ら かになった。次の段落以降、富山市が採用し た六つのアプローチと 成果について詳述する。

アプローチと 結果 

第２ 章　 コンパクト シティ 政策

こ の事例では、富山市が社会経済的課題に対処するために、コンパクト シティ 政策を実施すること を決断し た

理由と 方法について説明する。富山市は、長い間、旧来の鉄道路線により 物理的に富山駅で市街地が南北に

分断さ れていた。こ の物理的な分断により 、市の発展の空間的不均衡や南北へのアク セスの制限などがも た

ら さ れていた。近年の在来線と 北陸新幹線の高架化により 路面電車(LR T)の南北接続事業が完成し た。こ の

こと は「 富山市民百年の夢」が実現し たと 言っても 過言ではない。南北市街地の分断の解消と 公共交通を 軸

とし た拠点集中型のコ ンパクト なまちづく り は、市の発展と 公共交通沿線の人口増加にその意義がある。公

共交通沿線の活性化により 土地や財産を再生し 、地価を上昇さ せること で投資機会を増やし 、そし て、富山駅

の南北のアク セス性を向上さ せている。

第３ 章　 包括的コミ ュニティ 計画

こ の章では、富山市が、弱者と いわれる人々や高齢者、子育て世代を対象とし て、心身の福祉を向上さ せるた

めの総合的な戦略を採用し ていること について説明する。こ の章で言及さ れているすべての戦略は、市中心

部への移動手段の選択（ モビリ ティ オプショ ン）と アク セス性の容易さ 、多目的公共施設の開発だけでなく 、

中心業務地区(CBD )における働く 場所と 専門学校の誘致等、前述のコ ンパクト シティ 政策に基づく も のであ



概要

富山市は東京から 北西約2 5 0 キロメ ート ルの本州中央部に位置し 、ハイテク 、ロボット 、銀行、製薬業界の中心地

であり 、水力発電など豊かな電力を基盤とし た産業のまちとし て発展し ている。

出典：富山市

M a p1 .1  富山市の立地マップ

富山市の背景と 歴史

同市は、二つの大きな河川と 八つの中小河川が沖積平野を形成し ており 、水深1 ,2 0 0 メ ート ルの富山湾から 標高

3 ,0 0 0 メ ート ル級の北アルプスまでの標高差4 ,0 0 0 メ ート ルの多様な地勢と 雄大な自然を誇る。1 ,2 4 2 平方キ

ロメ ート ルの広大な市域は、市内中心部から わずか3 4 キロの範囲にある。北アルプスの年間降雪量記録は世界
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る。その結果、家族にやさしく 世代を超えたコミ ュニティ の空間や活動が都心の活性化に貢献し 、高齢者や子

育て世代の若い母親の活動機会を提供し た。

第４ 章　 災害リスク 管理（ 洪水対策）

世界で最も 急峻な河川と 活断層に囲まれている富山市は、災害のリ スク 管理において多様なアプローチを

採用し た。こ れら の中には、洪水を 防止するためのインフ ラ 投資がある。例とし て、水田に雨水を貯留するこ

と によ る 洪水管理、雨水管理と 浸水予測技術を 含む革新的な システ ムの試験運用、富山県防災士会

（ AD P O）の取組のよう な地域活動やパート ナーシップ構築への強い関与などが挙げら れる。

第５ 章　 廃棄物管理

こ の章では、富山市の環境基本計画と 一般廃棄物処理基本計画の概要を 説明し 、富山市と 日本で最も 先進

的な廃棄物管理事業を行っている(株)富山環境整備と いう 民間企業が有する革新的な廃棄物管理施設につ

いて説明する。

第６ 章　 効果的なレジリ エンス管理のアプローチ

こ の章では、ロックフェラ ー財団の1 0 0 のレジリ エント・シティ（ 1 0 0 R C）プログラ ムと 協力し て策定し た、市

の3 0 年間の「 富山市レジリ エンス戦略」の概要を紹介する。

第７ 章　 ネク スト ステージ

こ の章では、国のS oc ie ty5 .0 構想に基づく「 フィ ジカ ル空間」と「 サイ バー空間」の融合を実現するための取

組概要を 説明する。富山市は、スマート・テクノ ロジーを 組み込むための一連の戦略を確立するとと も にセン

サーネット ワーク を構築し 、緊急時にラ イフ ラ イン事業者等が共有する共通のオンラ インプラット フォームと

市民によるイノ ベーショ ン創出のためのオープンデータ システムを開発し た。

同市は、二つの大きな河川と 八つの中小河川が沖積平野を形成し ており 、水深1 ,2 0 0 メ ート ルの富山湾から 標高

3 ,0 0 0 メ ート ル級の北アルプスまでの標高差4 ,0 0 0 メ ート ルの多様な地勢と 雄大な自然を誇る。1 ,2 4 2 平方キ

ロメ ート ルの広大な市域は、市内中心部から わずか3 4 キロの範囲にある。北アルプスの年間降雪量記録は世界



最大レベルである。大量の雪どけ水と 火山性土壌の緩い地盤が相まって大規模な洪水を引き 起こ すこと がある

また、市の面積の7 0 ％が森林地域であり 、市内に広大な農地が広がっている。

社会経済的プロフィ ール

2 0 1 6 年、富山市のG D Pは1 兆9 ,2 8 0 億円、成長率はマイ ナス4 .8 ％と なっている。市民1 人当り の所得は3 2 4

万円と 、全国平均より も 1 0 % 以上高い。1 9 8 0 年代に急成長をと げた後、1 人当たり の所得は約3 0 0 万円で安

定し ている。収入の大部分は製造業（ 2 5 .3 ％）、卸売・ 小売業（ 1 2 .0 ％）、不動産業（ 8 .7 ％）が占め、農業から の収

入は0 .5 ％と 最も 少ない。

富山県と 富山市は、日本の「 生活の質」の指標でいつも 高いスコ アを 獲得し ている。月平均労働者世帯所得では

富山市は常に上位に入る。実際のと ころ、2 0 1 9 年の収入は5 9 3 ,2 1 0 円（ 全国平均は5 8 6 ,1 4 9 円）と なってお

り 、全国で３ 番目に高い。市の1 世帯あたり 平均就業者数が多く（ １ 世帯あたり 1 .9 4 人、全国平均は1 .7 7 人）家計

所得が高い。 

以下のグラ フ（ F ig u re 1 .1 ）は、富山市の労働特性の概要を 表し たも のである。第３ 次産業に従事する割合は

8 1 .5 ％と 、全国平均より 約1 4 ポイント 高く 、県平均より も 約1 9 ポイント 高い。また、第２ 次産業に従事する割合

は1 8 .0 ％と 、県平均より 約1 5 ポイント 低く 全国平均より 約4 ポイント 高い。第１ 次産業に従事する割合は0 .5 ％

のみであり 、これは全国平均より 約3 ポイント 低い。

出典：富山市、経済センサス-活動調査（ 2 0 1 6 ）、国勢調査（ 2 0 1 5 ）

Fig u re  1 .1   富山市の労働特性

最大レベルである。大量の雪溶け水と 火山性土壌の緩い地盤が相まって大規模な洪水を引き起こすこと がある。

また、市の面積の7 0 ％が森林地域であり 、市内に広大な農地が広がっている。

社会経済的プロフィ ール

2 0 1 6 年、富山市のGD Pは1 兆9 ,2 8 0 億円、成長率はマイ ナス4 .8 ％と なっている。市民1 人当り の所得は3 2 4

万円と 、全国平均より も 1 0 % 以上高い。1 9 8 0 年代に急成長を 遂げた後、1 人当たり の所得は約3 0 0 万円で安

定し ている。収入の大部分は製造業（ 2 5 .3 ％）、卸売・ 小売業（ 1 2 .0 ％）、不動産業（ 8 .7 ％）が占め、農業から の収

入は0 .5 ％と 最も 少ない。

富山県と 富山市は、日本の「 生活の質」の指標でいつも 高いスコ アを 獲得し ている。月平均労働者世帯収入では

富山市は常に上位に入る。実際のところ、2 0 1 9 年の収入は5 9 3 ,2 1 0 円（ 全国平均は5 8 6 ,1 4 9 円）と なってお

り 、全国で３ 番目に高い。市の1 世帯あたり 平均就業者数が多く（ １ 世帯あたり 1 .9 4 人、全国平均は1 .7 7 人）家計

収入が高い。 

以下のグラ フ（ F ig u re 1 .1 ）は、富山市の労働特性の概要を 表し たも のである 。第３ 次産業に従事する 割合は

8 1 .5 ％と 、全国平均より 約1 4 ポイント 高く 、県平均より も 約1 9 ポイント 高い。また、第２ 次産業に従事する割合

は1 8 .0 ％と 、県平均より 約1 5 ポイント 低く 全国平均より 約4 ポイント 高い。第１ 次産業に従事する割合は0 .5 ％

のみであり 、これは全国平均より 約3 ポイント 低い。
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出典：富山市、富山市人口ビジョ ン （ 2 0 2 0 ）

Fig u re  1 .2  富山市の総人口に与える自然増減と 社会増減の影響

人口動態

富山市人口ビジョ ン 3 の以下の図は、自然増減と 社会増減が総人口に及ぼす影響を分析し 各年の値を 4 象限に分

類し たも のである（ 縦軸が自然増減、横軸が社会増減）。

「 第２ 象限」に示すよう に、1 9 9 9 年～2 0 0 2 年にかけて自然増が社会減に相殺さ れ始め、人口増加はかなり 停滞

し ていた。4

2 0 0 3 年～2 0 0 5 年には「 第１ 象限」に移行し 、自然増と 社会増の相乗効果により 人口は着実に増加し た。2 0 0 6

年から はほぼ「 第４ 象限」に移行し 人口減少が続いている。2 0 0 7 年と 2 0 1 3 年に観測さ れたよう に「 第３ 象限」に

入ると 、自然減と 社会減の相乗効果により 人口減少が加速すると 言われている。
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歴史的なまちづく り の観点

1 8 8 9 年の市制施行以来、富山市では、以後1 3 0 年をかけて今日まで近代都市形成に向けた様々な意義深いま

ちづく り のプロジェクト が進めら れたが、これら は大きく 分けて次の三つのステージがあると 考えら れる。

・ 神通川の洪水管理

・ 戦災復興

・ 市町村合併と コンパクト シティ 政策

近世に全国に商圏を広げた配置薬業と 製薬関連企業の集積により「 く すり のまち」とし て知ら れ、医薬品、バイオ

テクノ ロジー、ハイテク の都市とし て発展を続けており 、現在、日本海側有数の中核都市と なっている。

・  第１ のステージ ：  神通川の洪水管理

富山市の近代都市形成に向けた本格的な都市計画の歴史は、1 9 0 1 年から 1 9 2 0 年にかけて行われた神通川

の改修工事に始まる。市中心部で大きく 蛇行し ていた神通川は幾度も 氾濫を繰り 返し 、市街地にたびたび甚大

な被害をも たらし た。

治水対策と し て 、県は神通川の拡幅工事と 蛇行部分のバイ パスと なる 川の直線化に着手し た（ M a p 1 .2 、

M a p 1 .3 ）。また、水害を 防ぐために富岩運河の富山港までの開削工事が行われた。し かし 、水害が減少し た一

方で廃川地が荒廃地と なり 、市街地を南北に分断し た。その廃川地の活用方法が市の新たな課題と なった。

M a p  1 .2   1 8 6 8 年の神通川 M a p 1 .3   1 9 2 6 年の神通川

出典：富山市、富山市史通史下巻（ 1 9 8 7 ）
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•  第２ のステージ ：  戦災復興

第２ 次世界大戦の空襲により 、富山市は市街地の約9 9 .5 ％が焼失し 、地方都市とし ては人口比で最も 多く の犠

牲者を 出し た 5 。終戦直後、富山市は戦災復興に向けて最大限の努力を 行った。用地買収による整備が困難で

あったため、県施行による区画整理事業方式がとら れ、換地、建物の移転等による組織的な道路整備が行われ

た。こ の整備事業により 、中世期から の火災に弱い湾曲し た道路は主要な本通り に生まれ変わり 、その沿線には

市民のための重要な施設や商業施設が整備さ れた。1 9 6 0 年代後半には戦災復興事業が完了し 、日本海側有

数の中核都市とし て再生を遂げることと なった。

出典：富山市、富山戦災復興誌（ 1 9 7 2 ）Photo  1 .1   炎上中の富山市街地

Photo1 .2   戦災直後の木町通り（ 現在の本町通り ）

『 富山戦災復興誌』

•  戦災被害面積　 　 1 ,4 0 0 ヘクタ ール

•  戦災被害世帯数　 2 4 ,9 1 4 戸

•  戦災被害人口数　 1 0 9 ,5 9 2 人

•  戦災被害世帯百分比　 6 9 %

•  戦災被害人口百分比　 6 6 %

•  死傷者調 ：  死亡者2 ,7 1 8 人、重傷者1 ,9 0 0 人、軽傷者6 ,0 0 0 名6

第２ 次世界大戦の富山市の被災状況

1 0



•  第３ のステージ ：  市町村合併とコンパクト シティ 政策

日本の多く の労働力人口が大都市に移動すること で始まった高度経済成長から 数十年後、富山市のよう な地方

都市で人口減少が始まった。国は、コ スト 削減や効率性の向上と 地方分権の実現を目指し て、地方自治体の合

併（ 特に農村部）を 促すプログラ ムを 策定し た。その結果、2 0 0 5 年4 月、六つの隣接する町村（ 大沢野町、大山

町、八尾町、婦中町、山田村、細入村）が富山市と 合併し 、市の人口は約4 2 万人と なった。 

新「 富山市」は対等合併により 誕生し 、同市の市役所は旧富山市庁舎に置かれ、総合行政センタ ーが他の六つの

町村に設置さ れた。

こ のよう な七つの市町村の合併により 、新たな市の行政責任範囲が大幅に拡大し た。合併後の新富山市の人口

は3 0 ％増の4 1 8 ,0 0 0 人、面積は5 倍の1 ,2 4 2 平方キロメ ート ルと なった。その結果、市が担う 課題は増えた

が、同時に市政の効率性、財政の節約、都市レジリエンスの向上の機会も も たらさ れた。

合併の成功はまた、ステークホルダーの強力なパート ナーシップによる協力、革新的思考、縦割り 行政（ サイロ）

打破の文化を育成する触媒にも なっている。

2 0 0 3 年、森雅志市長は、中心市街地の活性化、新し い公共交通ネット ワーク 、民間活力の推進を 基にし た「 公

共交通を軸とし た拠点集中型のコンパクト なまちづく り 」に取り 組む決意を表明し た。富山市が本格的な人口減

少社会の到来と 超高齢社会7 の進行を見据え、将来世代のために一刻も 早く 持続可能な都市構造へと 転換すべ

く 、コ ンパクト なまちづく り に政策の舵を 大きく きったこと は、日本国内における都市計画の歴史の中でも 極め

て意義のあること であったと 言える。

2 0 0 6 年から 2 0 2 0 年の間、低床式路面電車（ LR T）プロジェクト は三つの段階を 経て完了する。富山ラ イト レ

ールは公設民営の考え方を 導入し 、日本初の本格的なＬＲＴ とし て出発し た。こ れについては、次章で詳細に説

明する。

中心市街地へのアク セス性を向上さ せるために公共交通機関に対し 積極的に投資すること で、都会的なライフ

スタ イ ルを求める市民は、徒歩や公共交通機関を 使い中心街へ移動し 、そこ で多く の時間を過ごす。こ れにより

、商業地域での公共スペースと 徒歩による利用者が増加し 、中心市街地が活性化し たこと でシビックプラ イド の

醸成にも つながった。全体とし て、一連のコ ンパクト シティ 政策により 都市のスプロール現象が抑制さ れると と

も に管理コ スト が低減さ れ、CO₂ 排出量も 徐々に削減さ れた。

これら の取組は正のスパイラ ルを生み出し 、コンパクト シティ の実現に貢献し た。
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出典：世界銀行

注：OECD  =  経済協力開発機構、SD Gs  =  持続可能な開発目標、1 0 0 RC =  1 0 0 のレジリエント・シティ 、U N  =  国際連合

Fig u re1 .3  富山市都市開発のタ イムライン ： 一連の主要計画・イ ベント と 評価
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・ 富山市環境モデル都市行動計画（ 第3期計画）




